
1. はじめに

上り送信ユニット: 4台

電源ユニット: 2台

（上り送信ユニット2台のみ実装時）

2） 通信サービスの容量不足を解消

最大4台の上り送信ユニットの搭載によって，通信サー

ビスの容量増加に対応可能です。

従来のコンバータ方式では，コンバータの特性上1ポー

トあたりの伝送容量が限られていましたが，本製品では光

送信ユニットの数量をポート毎に割り当てるため，ポート

毎の伝送容量を損なうことなく，伝送が可能となります。

3） 上り伝送容量

送信ユニット1台で，TV信号4chの伝送が可能です。

4） 下りRFレベル自動調整機能

パイロット信号（451.25 MHz）を検出し，自動的に下
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3. 製品ラインナップ

標準的なHFCシステムに対応した幹線出力タイプと，最近

米国で主流となっている小セルHFCシステムに対応可能な分

岐出力タイプの2種類があります。

製品の概要は，以下のとおりです。

1） 2分配幹線出力（FY-HRN007C/TA）

RF入出力ポートを2とし，幹線レベルで出力します。

従来のHFCシステムに対応させたものです。

仕様は，表1のとおりです。

2） 4分配分岐出力（


